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国立大学法人北海道大学総合博物館エントランスゾーン制作業務委託に対する

企画提案参加仕様書	
 

	
 

１．趣旨	
 

	
 	
 この企画提案参加仕様書は，国立大学法人北海道大学（以下，「本学」という。）総合

博物館におけるエントランスゾーン制作業務委託業務者（以下，「委託業務者」という。）

を，公募により選定するために必要な事項を定めるものである。本委託業務の企画を提

案する場合は，以下の要件について了承の上，応募すること。	
 

	
 

２．公募業務の内容	
 

	
 	
 別添「国立大学法人北海道大学総合博物館エントランスゾーン制作業務委託仕様書」

（別紙１）のとおりとする。	
 

	
 

３．業務期間	
 

	
 	
 契約締結日から平成 28 年３月 31 日	
 

	
 

４．委託料上限額	
 

	
 	
 ５,０００千円（消費税及び地方消費税を含む。）	
 

	
 

５．企画提案者の参加資格	
 

（１）本学から取引停止の措置を受けている期間中の者でないこと。（これを代理人，支配

人その他の使用人として使用する者についても同じ。）	
 

	
 	
 （２）日本国内において，平成 16 年度以降に竣工した博物館に関する展示設計業務（リニ

ューアルを含む）について，元請けとしての実績を有すること。	
 

なお，博物館とは，自然系または人文系の資料を保管するための収蔵機能及び展示機

能を有する施設で，総合博物館（自然系及び人文系の両分野にわたる展示資料を扱う

博物館），自然系，人文系のいずれかの分野の博物館（水族館，動植物園，美術館を除

く。）とする。	
 

（３）次のいずれにも該当しない者	
 

①	
 会社更生法（平成 14 年法律第 154 号）に基づき更生手続の申立をしている者又は

民事再生法（平成 11 年法律第 225 号）に基づき再生手続開始の申立をしている者	
 

	
 	
 ②	
 	
 未成年者（婚姻若しくは営業許可を受けている者を除く。），成年被後見人，被保佐	
 

人及び被補助人並びに破産者で復権を得ない者	
 

なお，未成年者，被保佐人又は被補助人であって，契約締結のために必要な同意を	
 

得ている場合は，これにあたらない。	
 

	
 	
 ③	
 国税，地方税の滞納がある者	
 

	
 	
 ④	
 法人等（個人，法人又は団体をいう。）の役員等（個人である場合はその者，法人	
 

である場合は役員又は支店若しくは営業所の代表者，団体である場合は代表者，理事	
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等，その他経営に実質的に関与している者をいう。以下，この号において同じ。）が	
 

暴力団（暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成 3 年法律第 77 号）	
 

第 2 条第 2 号に規定する暴力団をいう。以下同じ。）又は暴力団員（同法第 2 条第 6	
 

号に規定する暴力団員をいう。以下同じ。）であると認められる者	
 

	
 	
 ⑤	
 役員等が自己，自社若しくは第三者の不正な利益を図る目的，又は第三者に損害を	
 

加える目的をもって，暴力団又は暴力団員を利用するなどしたと認められる者	
 

	
 	
 ⑥	
 役員等が，暴力団又は暴力団員に対して，資金等を供給し，又は便宜を供給するな	
 

ど直接的あるいは積極的に暴力団の維持，運営に協力し，若しくは関与していると認	
 

められる者	
 

	
 	
 ⑦	
 役員等が，暴力団又は暴力団員であることを知りながらこれを不当に利用するなど	
 

していると認められる者	
 

⑧	
 役員等が，暴力団又は暴力団員と社会的に非難されるべき関係を有していると認め	
 

られる者	
 

	
 

６．応募手続き	
 

	
 委託業務の応募者（以下，「応募者」という。）は，本企画提案参加仕様書を熟読の上，

次の書類を提出すること。	
 

（1）提出書類	
 

	
 	
 ①	
 企画提案書	
 

	
 	
 	
 ・当該業務への企画提案を次のテーマについておこなうこと。 
a. 北海道大学総合博物館の歴史ある建物の雰囲気を活かし，既存の内装や什器等
を有効に活用したエントランス空間を制作するにあたっての考え方や創意工夫

などについて，具体的に記入すること。 
b. 別添「国立大学法人北海道大学総合博物館エントランスゾーン制作業務委託仕
様書」（別紙１）の３に記されている基本理念や４の基本計画，7-1 に記されて

いる留意点を考慮し，エントランスゾーン全体の制作についての企画を提案す

ること。 
c. a および b の提案を踏まえた本委託業務の委託料および本委託業務に含む役務
などについて，説明すること。 

・記載にあたり，概念図，イラスト等を用いることが推奨される。 
	
 	
 ②	
 定款及び企業概要（企業理念（経営方針），業務履歴，創立（創業）年月日，資本

金（出資総額），業務内容（業務種目）等がわかる最新の資料（様式自由，パンフレ

ット可））	
 

（2）提出部数	
 

	
 	
 	
 各 10 部（原本１部とその写し９部）	
 

（3）提出先・連絡先	
 

	
 	
 	
 〒060－0810	
 札幌市北区北 10 条西８丁目	
 

	
 	
 	
 北海道大学総合博物館事務室	
 五十嵐	
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 電話	
 011－706－3607	
 

	
 	
 	
 FAX	
 011－706－4029	
 

	
 	
 	
 電子メール	
 museum@jimu.hokudai.ac.jp	
 

	
 	
 	
 	
 ※本学の受付時間は，土・日及び祝日を除く毎日，午前 9 時から午後 5 時まで	
 

（ただし，正午から午後 1 時までを除く。）	
 

（4）提出方法及び期限	
 

提出書類は，取りまとめの上，各 10 部提出すること。	
 

	
 提出期限は，平成 27 年 11 月 30 日（月）午後 5 時（必着）とし，６．（3）の提出先・

連絡先へ持参又は郵便（書留郵便に限る）により提出することとし，郵送の場合は，

必ず郵送した旨を電話連絡すること。	
 

なお，提出書類が提出期限までに到着しなかった場合は，参加を認めない。	
 

	
 

７．ヒアリングの開催	
 

	
 提出書類の審査を経て２～３の業務提案者を対象に平成 27 年 12 月 8 日（火）の午

前に総合博物館 3 階共同研究室（N309 室）でヒアリングを開催する。なお，ヒアリン

グにお越し願いたい業務提案者には平成 27 年 12 月 2 日（水）午後 1 時までに通知す

る。	
 

	
 

８．説明会の開催	
 

	
 	
 	
 平成 27 年 11 月 9 日（月）午後 5 時から総合博物館 3 階共同研究室（N309 室）で本

公募の説明会を開催する。	
 

	
 

９．委託業務者の決定	
 

	
 本学の設置する選定委員会において，提出された企画提案書等について別添「国立

大学法人北海道大学総合博物館エントランスゾーン制作業務委託仕様書」（別紙１）の

３に記されている基本理念や４の基本計画，7-1 に記されている留意点に鑑み，書類審

査およびヒアリングを実施の上，委託業務者を決定する。なお，本学に提出された書

類の書き換え，引き換え及び撤回は認めない。また，受領した書類の返却はしない。

書類の内容を，本委託業務者選定の用以外に利用することはない。	
 

	
 

10．選定結果の通知	
 

	
 	
 選定結果（委託業務者の決定）については，応募者全員に文書で通知することとし，	
 

公表はしない。	
 

	
 

11．委託業務者決定後の契約等の手続き	
 

	
 	
 委託業務者として決定した者と，次の手続きを行う。	
 

(1)	
 本学が定める様式により，「国立大学法人北海道大学総合博物館エントランスゾーン

制作業務委託契約書」を締結する予定である。	
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(2)	
 委託業務者は，記名押印の上，本学が指定する日までに，11．(1)の契約書を本学に	
 

提出すること。	
 

	
 

12．委託業務者の決定取消し	
 

	
 	
 次の各号に該当する場合は，９．の決定を取り消す。	
 

(1)	
 委託業務者が，11．(2)の事項を履行しなかったとき。	
 

(2)	
 委託業務者が，11．の契約締結前に５．の応募資格を欠いたとき。	
 

(3)	
 社会的信用を損なう行為等により，委託業務者としてふさわしくないと本学が判断し

たとき。	
 

	
 

13．その他留意事項	
 

当該業務に関連する使用可能物品リストならびに昨年度に撮影した当館エントランス

ゾーンの写真を提供する用意がある。希望の場合には６．（3）の問い合わせ先に連絡

すること。	
 

応募手続等に係る費用は，全て応募者の負担とする。	
 

	
 

14．附属資料一覧	
 

(1)	
 別紙１	
 「国立大学法人北海道大学総合博物館エントランスゾーン制作業務委託仕様

書」	
 

(2)	
 別紙２	
 「エントランスゾーン予定位置図」	
 

(3)	
 別紙３	
 「展示ゾーン予定位置図」	
 

	
 	
 	
 

15．問い合わせ先	
 

	
 ６．(3)のとおり	
 


